
  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：柳正憲、以下「DBJ」という。）

は、レポート「名古屋市中心地区（名駅・栄地区）の宿泊施設需給予測」を 

発行しました。 

 
本レポートは、インバウンド需要を見越して名古屋市中心地区のホテル建設

が旺盛な中、平成 32 年のインバウンド需要の増加を 3 つのケースを想定して 

受給バランスを予測し、ビジネス需要の減少や多様化する顧客ニーズ対応等 

への課題を展望したものです。 
  

詳 細 は 、 D B J ウ ェ ブ サ イ ト 「 地 域 ・ 海 外 レ ポ ー ト （ 東 海 ）」

(http://www.dbj.jp/investigate/area/tokai/index.html）に掲載しております 
ので、ご参照ください。 

 
DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融 

活動による課題解決で、お客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現して 
いきます～」に基づき、地域に役立つ情報発信を積極的に行って 
まいります。 
 
 

「名古屋市中心地区（名駅・栄地区）の宿泊施設需給予測」

を発行 

【お問い合わせ先】 

東海支店 企画調査課  電話番号 ０５２－５８９－６８９３ 

平成 28 年 11 月 28 日

株式会社日本政策投資銀行

代表取締役社長 柳 正憲


